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【概要】 

ＥＳＴを実現するためには、自動車交通からのＣＯ２排出量の削減が不可欠となって

いる。従来から実施している自動車単体対策、交通流対策、道路整備によるハード対策

などを対象にした自動車業界、警察機関、道路管理者としての取組みだけでなく、今後

はエコドライブや高速道路の利用促進など国民と連携した取組みが必要と考えられる。 
 
具体的には、エコドライブが普及促進していない原因として、ドライバーの知識が不

足していることもあげられるが、各自がエコドライブにおこなう時に助けとなるツール

や取組みに対するインセンティブを醸成する等、国や自動車業界からの支援が今後も必

要である。 
 
また、一般道路のように交差点のない高速道路は安定した速度でスムーズに走れるこ

とからＣＯ２が削減できることは、あまり認識されていない。 
 
その他、ＥＴＣ、ＶＩＣＳ、ＰＴＰＳ等によるＩＴＳ技術を活用し、渋滞を緩和する

ことでＣＯ２を削減することを推し進めることも重要である。 
 
これらを普及展開するためには何が必要か、聴衆からの意見を交えて議論する。 


